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2012 年度本学学生の進路・就職状況について

黒田　文子

　2013年 3月の卒業生は 1,449名、この学生の進路・就職状況について、以下に報告す

る。

１．就職状況

　2013年 3月卒業の大学生・大学院生対象の大卒求人倍率は前年の 1.23倍から多少回復

し、1.27倍であった。わずかではあるが、求人倍率の増加は 5年ぶりのことである（リ

クルートワークス研究所 2012年 4月調査）。

　そのような状況下、就職を希望した者は 1,188名（82.0％）、そのうち就職内定者は

1,166名（80.5％）で、決定率は 98.1％であった。この数値は昨年度に比すると 1.9ポイ

ントの増である。ちなみに、厚生労働省・文部科学省の共同調査による今春の大学等卒業

生の就職率は全国平均で 93.9％、これに比しても本学の数値は高いといえよう。

　そのほか、大学院等進学者は 108名（7.5％）であった。また、「その他」と分類され

る者の中には、次年度公務員・教員採用試験受験をめざす者、留学する者等が含まれてい

る（いずれも 2013年 4月 19日現在、表－ 1・2参照）。

　この 3月の卒業生は、（社）日本経済団体連合会の「採用に関する企業の倫理憲章」が

改訂され、企業からの採用広報活動開始時期が大学 3年次の 10月から 12月に繰り下げ

られた。これにより学生の学業に専念できる期間は長くなったといえる。しかし、企業の

採用選考は従前通り翌年 4月から開始されたため、学生の業界・企業に関する研究等準

備不足が指摘されるなど、少なからずその影響を受けた。

　なお、求人件数は、3,359件と前年度を大幅に上回った。

２．就職支援について

　上述のような就職環境の変化に対応すべく、キャリア支援課では専門のキャリアカウン

セラーを配置し、専任職員共々就職相談・模擬面接・エントリーシート添削等、学生の個

別相談にあたる他、自己分析、業界・企業研究、グループディスカッション等テーマを定

めて 10～ 12名程度の少人数グループワークを開催し、より学生個々人に応じた支援を

行った。

　また、目白・西生田キャンパスともハローワークからも定期的にジョブサポーターの派

遣を受ける他、東京しごとセンターから講師の派遣を受けグループ面接対策講座を実施す

るなど、公的機関との連携による多様な支援も行った。
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　このほか、学生の企業研究の一助として、企業説明会を学内のみならず 4大学（明治・

中央・法政・本学）合同で企画・開催した。

　　

３．最後に

　来春卒業予定の大学生 ･大学院生対象の大卒求人倍率は 1.28倍、前年比 0.01ポイント

増とほぼ横ばい状態である（リクルートワークス研究所 2013年 4月調査）。

　一方、民間調査によれば、4月末時点で、来春卒業予定の大学生・大学院生の内々定率

は 34.6％と前年比 1.1ポイント増、4月末時点の数値としては過去 4年で最高という（マ

イナビ大学生就職内定率調査）。景気回復への期待感からか、企業の採用意欲は高まって

いるという。

　しかし、学生の就職環境が今後一気に回復傾向に向かうかは、未だ予断を許さない状況

である。

　また、政府から経済三団体への申し入れにより、2016年 3月卒業生に対する企業から

の採用広報活動開始時期が大学 3年次の 3月と現行よりさらに繰り下げられる予定であ

る。昨今では、SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を利用した採用広報

活動も本格化している。

　このように年々めまぐるしく変化する状況の中、学生は不安を抱えて就職活動を継続し

ている。キャリア支援課としては、ひとりでも多くの学生が各自に最適な進路を選択し、

社会へ巣立つことができるよう、きめ細やかな支援を提供していく所存である。

 （くろだ　あやこ　キャリア支援課課長）
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（表－ 1）

2012 年度卒業生進路状況

学部 学科 卒業 就職
進　　　学 研究生・科目

等履修生 専門学校 その他
大学院 大学 計

家 

政 

学 

部

児童 95 75 2 2 4 1 1 14
食専 34 34
食管 51 45 4 4 2
居住 40 35 5 5
建築 39 28 9 9 1 1
被服 92 73 3 3 1 15
経済 101 85 1 1 2 1 1 12
計 452 375 24 3 27 2 4 44
％ 83.0％ 5.3％ 0.7％ 6.0％ 0.4％ 0.9％ 9.7％

文 

学 

部

日文 129 103 5 1 6 1 19
英文 121 105 4 2 6 1 9
史 92 61 10 10 2 19
計 342 269 19 3 22 0 4 47
％ 78.7％ 5.6％ 0.9％ 6.4％ 0.0％ 1.2％ 13.8％

人 

間 

社 

会 

学 

部

現社 96 85 4 4 1 6
社福 97 82 0 3 12
教育 124 117 1 1 2 4
心理 77 40 22 1 23 6 8
文化 117 94 3 3 2 18
計 511 418 30 1 31 0 14 48
％ 81.8％ 5.9％ 0.2％ 6.1％ 0.0％ 2.7％ 9.4％

理 

学 

部

数物 53 43 6 6 4
物生 91 61 21 1 22 1 2 5
計 144 104 27 1 28 1 2 9
％ 72.2％ 18.8％ 0.7％ 19.4％ 0.7％ 1.4％ 6.3％

合　　　計 1449 1166 100 8 108 3 24 148
％ 80.5％ 6.9％ 0.6％ 7.5％ 0.2％ 1.7％ 10.2％

2013 年 4 月 19 日現在
表示単位未満四捨五入の関係で合計が一致しない場合がある。
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（表－ 2）

2012 年度卒業生就職決定状況

学部名・学科名 卒業者数
就　　　職

希望者数 希望率％ 決定者数 決定率％

家
政
学
部

児　童 95 78 78.9 75 100.0
食　専 34 34 100.0 34 100.0
食　管 51 45 88.2 45 100.0
居　住 40 35 87.5 35 100.0
建　築 39 28 71.8 28 100.0
被　服 92 74 80.4 73 98.6
経　済 101 85 84.2 85 100.0
計 452 376 83.2 375 99.7

文
学
部

日　文 129 108 83.7 103 95.4
英　文 121 106 87.6 105 99.1
史 92 64 69.6 61 95.3
計 342 278 81.3 269 96.8

人
間
社
会
学
部

現　社 96 85 88.5 85 100.0
社　福 97 84 86.6 82 97.6
教　育 124 117 94.4 117 100.0
心　理 77 40 51.9 40 100.0
文　化 117 100 85.5 94 94.0
計 511 426 83.4 418 98.1

理
学
部

数　物 53 46 86.8 43 93.5
物　生 91 62 68.1 61 98.4
計 144 108 75.0 104 96.3

合　　　　計 1,449 1,188 82.0 1,166 98.1

2013 年 4 月 19 日現在

 学内データのため転載不可
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